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３名の児童・生徒が入学しました 
 

 ４月１０日（水）に中学１年生 男児１名、小学１年生 男児２名が入学しました。コ 

ロナが明けて初めての入学式であり、この日は島内外から来賓の方々にもおいでいただ 

き、また、天気にも恵まれ、華やかな式となりました。島留学で４月から登校している中 

学３年生 男児１名、小学４年生 女児１名も新たに加わり、児童生徒数が１０名になり 

ました。児童・生徒数が二けたになるのは７年振りで、昨年度の５名から倍増しました。 

 元気に登校しており、昼休みなどは全員が体育館に集まってドッチボールをするなど、 

活気に満ちています。１６日（火）は職員ＶＳ児童・生徒でドッチボールをやりましたが、 

職員チームは負けてしまいました。 

 これからも１０人の子どもたちと１８名の職員で明るく、充実した学校生活を送っていきたい

と思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 



 
夢の実現に向かう話 

 ４月１７日（水）の集会で、

私から夢を実現した人の話を

しました。古川 愛理さんと

いうシンガーソングライター

で、彼女は私が以前担任した

生徒でした。彼女が小学生の

時には一緒に地区の公民館で

卓球をしたこともありまし

た。小学生の頃からピアノを

習うなど、音楽が好きで、「ヘ

レンケラー」や「キュリー夫

人」などの伝記をよく読み、一人の人生が本になるということに衝撃を受け、歴史に名を

残すような人になりたいと思ったそうです。中学３年生の時は県の英語暗唱大会で２位に

なり、高校生の時は卓球の団体で九州大会に出場したこともありました。文武両道に頑張

っていた彼女が、大学生になってからは路上ライブをするようになり、音楽で人を感動さ

せたいと思うようになり、今に至ったということです。 

 思いの強さがあれば、困難があっても夢を実現できる、一所懸命に頑張ったことが今に

つながっているということを教えてくれているように思います。 

 これからも愛理さんを応援し続けていきたいと思います。 
 

私 の 人 間 観 
 私には二つの人間観があります。それは、 

  ○ 人間は成長する動物である。 

○ 人間は感動させることのできる動物である。 

というものです。 

 子どもたちはまだ幼く未熟な部分がたくさんあります。大人である自分自身を振り返っ

てみても、子どものときはこんなところが駄目だったなと思うことがあります。人によっ

て大きく成長する人もあれば、少しずつ成長する人もいるでしょう。ですが、一日１ミリ

でもだれもが成長するのではないかと考えています。 

 そして、もうひとつ、人間は生きて生活する限り、だれだって人を感動させる力をもっ

ていると思います。感動というのは何も一部のすごい結果を出す人にだけ与えられたもの

ではありません。それまでできなかったことができるようになるだけでも人は感動を与え

ることができるし、ちょっとした思いやりのある言葉をかけたり、手を差し伸べたりする

だけで感動を与えることができるのだと思います。 

 こうした二つの人間観を心に抱きながら、長い目で子どもたちを指導していきたいと思

います。 

 



 


